
国際委員会 活動報告 

報告日：2019 年 6 月 24 日 

行事名 第 2 回 国際活動報告会 

日時 2019 年 5 月 24 日 13:30～16:30 

内容  

① 報告会挨拶       （坂井委員長） 

② 国際委員会の活動    （坂井委員長） 

③ ＩＥＡについて     （第二小委員会） 

④ 国際交流活動報告    （第三小委員会） 

⑤ 海外活動支援委員会報告 （海外活動支援委員会） 

⑥ 日韓技術士国際会議   （日韓技術士交流委員会） 

⑦ 国際委員会 総括・広報の取り組み（第一小委員会） ※報告省略 

 

参加者数 43名 (内、発表者、委員会関係者15名) 

 

１．目的 

技術士会での国際活動は、国際委員会をはじめ、地域本部、実行委員会、部会など、それぞれに活動の場があ

る。国際委員会では、二年に一度、期末のタイミングで活動報告会を実施し、今期は国際委員会が常設委員会とし

て二期目を迎えた。第 2 回報告会では、国際委員会と管轄する実行委員会（日韓技術士交流委員会と海外活動支

援委員会）の二年間の活動について報告を行った。当報告会を通じて、日本技術士会の国際活動がさらに活発にな

ることを期待し、国際委員会が会員をサポートしていくための課題を見出す場として実施した。 

 

２．国際活動報告 

1)  国際委員会の活動 

坂井委員長より、委員会の位置付けと常設委員会までの歴史、技術士資格の世界的枠組み、今後の活動につ

いて説明があった。雜賀第二小委員長からは、IEA について APEC エンジニア、IPEA 国際エンジニアの説明が行

われた。APEC、IPEA エンジニアとして定められている要件や、日本の技術士がそれを満たすための制度の比較

について説明が行われた。稲垣第三小委員長より、国際交流活動（統括業務、推進業務）についての説明と、

FEIAP 参加、日韓、海外活動支援、EA との交流について紹介された。 

 

2)  実行委員会の活動 

海外活動実行委員会からは杉本副委員長より、委員会の役割、組織、メンバー紹介と、各小委員会（活動機会

促進小委員会、情報統括小委員会、台湾小委員会、ベトナム小委員会、ロシア・中央アジア小委員会）の 2018 年

度の活動実績について報告が行なわれた。日韓技術士交流委員会からは室中委員長より、日韓技術士国際会

議の目的と経緯、昨年の第 48 回神戸大会の概要（女性技術士交流会、親善サッカー大会、分科会、講演会など）

と、今後の活動予定として、2019 年度の開催は 10/24～26 の期間に開催予定で、7 月以降に参加申し込みの案

内があった。 

以上 
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